
別記第２号様式

随 意 契 約 結 果 一 覧

課等名 契約の名称 契約年月日 契約の相手方 契約金額（円） 契約の相手方を選定した理由 摘 要

本設備は試料を燃焼させずに灰化させる
分 析 課 灰化設備保守点 R5.3.22 アドバンテック東 946,000 ため、（株）東洋製作所の独自技術を用い

検業務 洋株式会社 て、当センター向けに設計された設備であ
（東京都） り、保守点検業務は当該設備の構造や機器

特性を把握し、温度制御等のシステム設計
を十分熟知しているため。

注１ この様式は、年度ごと、月ごと等、適宜区分して使用すること。
２ 課等ごとに公表する場合は、「課等名」欄は適宜削除して使用すること。
３ 「契約の相手方」欄は、契約の相手方の商号又は名称及び住所を記載すること。
４ 「契約の相手方を選定した理由」欄には、決定書等に記載した理由及び契約方法の根拠を記載すること。
５ 単価契約の場合は、「契約金額」欄に「月額○○円」等と記載し、「摘要」欄に「単価契約 総価額○○円」等と記載すること。



本設備は試料を燃焼させずに灰化させるため、（株）東洋製作所の独自技術を用いて、当センター向けに

設計された設備であり、保守点検業務は、当該設備の構造や機器特性を把握し、温度制御等のシステム

設計を熟知した者でなければ行うことができない。

本設備における保守点検業務の窓口はグループ会社であるアドバンテック東洋（株）のみが行っている

ことから、同社と随意契約を締結する。


